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近
年
、
国
内
で
は
地
震
や
台
風
、
集
中

豪
雨
な
ど
の
災
害
が
多
く
発
生
し
、
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
や

本
市
で
も
震
度
５
強
を
記
録
し
た
同
年
８

月
８
日
の
日
向
灘
沖
地
震
は
、
私
た
ち
の

記
憶
に
新
し
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期

を
迎
え
ま
す
。
都
城
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ

な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情

報
収
集
や
災
害
時
の
連
絡
先
な
ど
を
把
握

し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
　

�

☎
23-

２
１
２
９

災
害
時
の
情
報
収
集
に
役
立
つ
、

主
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

　
災
害
時
は
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
防
災
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
県
防
災
・

防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
宮
崎

地
方
気
象
台
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、ヤ
フ
ー
防
災
速
報
な
ど
で
も
、

命
を
守
る
た
め
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
気
象
に
関
す
る
情
報
を
入
手

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
避
難
情
報
や
開
設

す
る
避
難
所
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す

◎
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
　
防
災
や
防
犯
、消
防
、火
山
、

台
風
な
ど
、
希
望
す
る
情
報

が
登
録
者
に
メ
ー
ル
で
配
信

さ
れ
ま
す

◎
宮
崎
地
方
気
象
台
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
今
後
の
雨
雲
の
動
き

や
自
治
体
ご
と
の
警
報
・
注

意
報
発
令
状
況
な
ど
の
情
報

を
確
認
で
き
ま
す

◎
ヤ
フ
ー
防
災
速
報
ア
プ
リ
　
希
望
す
る

災
害
情
報
な
ど
の
通
知
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
・
防
災
ア
プ
リ
　
最

新
ニ
ュ
ー
ス
や
防
災
情
報
を
入
手
で
き
ま

す

◆避難所に関すること 地域振興課　☎23-7146 ◆停電に関すること
九州電力送配電株式会社
都城配電事業所
☎0120-426-306

◆水道の断水に関すること 上下水道局　☎23-4510
(お客様センター) ◆道路の被害 維持管理課　☎23-2752

◆側溝・排水路などに
　関すること 維持管理課　☎23-2752 ◆田畑の土手崩れに

　関すること 農村整備課　☎23-2981

◆災害全般・り災証明に
　関すること 危機管理課　☎23-2129 ◆浸水被害の消毒に

　関すること 環境政策課　☎23-2130

◆災害時のごみ出しに
　関すること 環境業務課　☎24-5560 ◆災害で発生したごみの

　処理に関すること 環境施設課　☎23-3319

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
土
砂
災
害
や
洪
水
な

ど
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
指
定

避
難
所
や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認

す
る
な
ど
、
事
前
の
情
報
収
集
が

重
要
で
す
。
居
住
地
域
に
ど
の
よ

う
な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
か
事
前

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
マ
ッ
プ
は
、
市
役
所
危
機

管
理
課
で
取
得
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　 消防・救急は 119 番　警察は 110 番

都
城
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の

確
認
を

◎災害時の連絡先

地震・台風・大雨・土砂災害

今できる備えを
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自
助
・
近
助
・
共
助
の
意
識
を
！

　
能
登
半
島
地
震
で
は
発
災
直
後
、
多
く

の
人
が
家
族
や
近
隣
住
民
に
よ
り
救
出
さ

れ
る
な
ど
、「
自
助
・
共
助
」
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
助
・
共
助

に
加
え
て
、「
近
助
（
近
隣
住
民
で
助
け

合
う
）」
と
い
う
防
災
意
識
に
よ
り
、
い

ざ
と
い
う
時
に
協
力
し
合
う
地
域
を
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
心
し
て
避
難
所
を
利
用
く
だ
さ
い

避
難
受
け
付
け
が
ス
ム
ー
ズ

　
避
難
所
で
は
、
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が

な
く
て
も
、
避
難
所
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ポ

ケ
コ
ム
」
に
事
前
登
録
し
た
情
報
を
Ｑ
Ｒ

化
し
た
も
の
を
読
み
取
る
方
法
や
、
口
頭

で
の
聞
き
取
り
で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

避
難
所
で
書
類
に
手
書
き
す
る
必
要
が
な

い
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け
が
で
き

ま
す
。

Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

　
市
で
は
、
一
次
避
難
所
に
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ

環
境
を
整
備
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ケ
ア
避
難

所
構
築
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

避
難
所
開
設
時
は
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ

を
開
放
し
て
い
る
の
で
、
安
否
確
認
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
の
混
雑
状
況
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
可
能
に
！

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
一
次
避
難
所

の
避
難
者
の
人
数
や
混
雑
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。

共助（地域）

公助

共助（町会）

近助

自助

発災

▲
 
　 自助（自分）

身の安全確保

発災

▲
 
　 自助（家族）

家族の安全確保・火の元
確認・出口確保

発災

▲
  近助（隣近所）

隣近所で助け合う

発災

▲ 共助（自治公民館）
安否確認
初期消火・救助救出

発災

▲ 共助（地域）
自主防災組織など

命をつなぐ自助・近助・共助

３

３

30

３

０分

分

分

時
間

日
間

□ ペットボトルや缶入りの
ミネラルウォーター

□ 貯水した防災タンクなど

□ お米（缶詰・レトルト・アルファ米も便利）
□ 缶詰・レトルト食品
□ 梅干し・調味料など
□ ドライフーズ・チョコレート・飴
　（菓子類など）

□ 卓上コンロ
□ ガスボンベ
□ 固形燃料

燃料

飲料水 非常食品

その他
□ 生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・ドライシャンプーなど
□ 調理器具（鍋・やかんなど）
□ バケツ・各種アウトドア用品など

災害復旧までの最低３日間程度を生活できるように準備しましょう非常時備蓄品（例）

（1人1日3Ｌを目安に）

能登半島地震のような大規模災害時は、最初の 3 日間（72時間）は救助・
救命が最優先されます。電気や水道などのライフラインや流通機能がまひし、
生活物資の調達が難しくなることも見込まれます。
　また、市の指定避難所にもすぐには必要な物資が届かない可能性もあり
ますので、日頃から非常持ち出し品や備蓄品を準備しておきましょう。

防災
を備えよう

グッズ

　家庭で利用している食料や日用品を少し多め（ 3 日分
程度）に購入し、日常生活で使いながら減った分を買い足
していくローリングストック法を実践しましょう。

使いながら備蓄する

ローリングストック法

ローリングストック

使った分だけ買い足す 食べる

備える

あめ


